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はじめに
　豊田市に限らず、国の方針もあって明治期から昭和
の中頃にかけて、日本各地で蚕を飼育し生糸・真綿・
絹織物を商品化することが、新たな現金収入源という
こともあり盛んに行なわれました。市内の各所の郷土
資料館にも養蚕のコーナーが設けられており、桑の葉
を収穫する道具、蚕を飼育するための用具、繭から糸
をひく機器や真綿をとる道具、機織機など多種多様な
民具が展示されていると共に収蔵されています。
暖房具
　お蚕さんの飼育と上

じょう

蔟
ぞ く

はとても手間のかかる大変な
仕事であったようで、大正15年発行の小學校農業教科
書・下巻にも「蠶

さ ん

児
じ

の発育に最も適する温度は、華氏
七十五度前後なり。されば低温のときは火力にて補ひ
高温のときは窓・戸・障子を開きて…」とあり、さら
に注書に「火気に注意すべし。又華氏十五度以上の保
温は、行ふべからず。煉炭を用ふるものは特に有毒瓦

ガ

斯
ス

の発生に注意すべし。」という記述がありました。
日本の農家も明治期になって家屋の改造までして養蚕
に取り組みました。
　豊田市にはこの養蚕に使われる“アンポンタン”と
呼ばれる蚕室暖房具があります。素焼きの赤焼きで、
胴回りの最大径が350㎜〜530㎜、高さは265㎜〜300㎜、
穿かれた直径25㎜ほどの穴の位置と数もまちまちで同
じ型のものはほとんどありません。平均的なサイズは、
胴回り外径420㎜、高さが270㎜、重さが14.5㎏。穴の
数は14〜18個。
　この暖房具は明治の後半から昭和の初めの頃まで、
床に切った爐

ろ

と共に使われたと考えられます。当初は
イケズミやボロズミなど炭を燃料として用い、大正の
中頃からは、火持ちのする煉炭を使ったようです。各
所の資料館に、“孔あき煉炭製造器”や“煉炭挟み”
が残されています。家庭用としてではなく、蚕室の暖
房用として、粉炭に石灰と粘着剤としての赤土の泥を
混ぜ、これを突き固め、型からはずし乾燥させ自家で
煉炭を造った訳です。
　このポッテリとした火鉢形の暖房具が、養蚕農家の
仕事の中でブームになり、数多く使われたであろうと
考えられるのは、多分その価格がそんなに負担になら
ないものであったであろうと言うことと、爐と違い容

易に移動させられるということにあります。数の増減
も出来ますし、とても便利で役立つお利口な道具でし
た。後に、燃料効率を考えて考案された煉炭専用のさ
まざまな“煉炭暖炉”に役目を渡しアンポンタンは姿
を消しました。低温で焼成された素焼き製品のため割
れやすく、温度の微調整に使う蓋を欠いた物が多く、
使用時の正しい姿のまま展示されている物が少ないの
が残念でなりません。
何処で造ったか？
　この道具の製造地は、常滑系と三州（高浜・碧南）
系とに分けられます。常滑系の特徴は、移動させるた
めの指をかける突起物が無く、凹んだ部分に二つの小
さな穴があけられており、この穴に針金などを通して
把っ手を付けます。私はこれを“ブタの鼻”と呼んで
います。三州系のものは、ブタの鼻に対して“鳥の
嘴”のような形の把っ手が付けられています。市内各
所で展示・収蔵されているアンポンタンは圧倒的に三
州系の鳥の嘴型の物です。
呼び名は
　そもそもこの蚕室暖房具を、“アンポンタン”と呼
ぶのかが気になり調査を始めたのですが、正直よく解
りません。ただ足助町にある『三州足助屋敷』の展示
物のキャプションには「穴があいていることから⇒間
が抜けている⇒アンポンタン（間抜けの意）」と記さ
れています。最後に各地での呼び名を並べておきます。
アンポンタン−豊田市内。豊明市。岐阜県萩原町。ア

ンポン−岡崎市。みよし市。知立市。オンドガメ−一
宮市。豊川市。オンドバチ−南知多町。東浦町。他に
は、カイコヒバチ、カイコヒイレなど。
　　　　　　　　　　（東海民具学会　岡本大三郎）

“アンポンタン”は、お利口さん。“アンポンタン”は、お利口さん。“アンポンタン”は、お利口さん。
■民具調査だより-2

■アンポンタン― 直径440ミリ 高さ290ミリ 14穴  藤岡民俗資料館所蔵
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　普段人間の目につかない地中にはさまざまな生命が
存在します。生命と言えば動物を想像する場合が多い
かもしれませんが、植物の種子もその一つです。
　種子には最適な環境が与えられればすぐに発芽する
ものと、すぐには発芽せず、別の発芽の機会を待つた
めに地中で何年も活動を停止（休眠）するものとがあ
ります。この後者の種子を埋

まい

土
ど

種子といいます。
　埋土種子は、植物が自身の種を後世につなぐための
戦略のひとつです。たとえば、環境変化などの原因で
地上に生えていた植物が消滅した場合でも、地中にそ
の植物の種子が生存していれば、いつの日か再び地上
に復活することができる可能性が生まれます。また、
発芽のタイミングをあえてバラバラにすることで、種
の生存率を上げているとも考えられます。
　しかし、埋土種子は永久的に地中に生存できるわけ
ではなく、寿命があります。その寿命の長さは植物の
種類によって大きく異なりますが、同じ植物の種類で
も地中などの環境によって寿命が変化します。
　種子が発芽するまでには、種子内部の状態や外部の
環境など様々な要因が複雑に関係してきます。発芽で
きる準備が整った種子が地中や水中に閉じ込められた
場合、光の強さや温度、低酸素といった環境条件に
よって種子の活動が著しく低下、あるいは停止します。
このような状態下で種子が生存していれば、植物の種
類によってはかなりの長い期間にわたって発芽する力
を温存することができます。
　植物の種子が長い寿命をもつことが知られた世界的
にも有名な例として「大

おお

賀
が

ハス」が挙げられます。こ
のハスは、昭和26年に千葉県千葉市検見川の遺跡から
発掘されたハスの実を、発掘に携わっていた植物学者、
大賀一郎（1883−1964）が発芽・開花させたもので、
博士の名をとって「大賀ハス」と命名されました。驚
くべきことにこのハスは、同時に発掘された遺物の年
代測定から約2,000年以上前のハスであることがわか
りました。長い眠りから覚めた「大賀ハス」は、現在
も千葉公園などで栽培され、毎年花を咲かせています。
　ただし、遺跡から発見された植物種子がすべてこの
ように発芽するわけではありません。ハスが植物のな
かでも比較的長い種子寿命を持つ水生植物であること
と、その種子の休眠に適した環境である泥炭層に埋

まっていたことなど、種子が生存できた様々な要因が
あったからこそ「大賀ハス」は2,000年以上もの間、
発芽する力を失わなかったと考えられます。
　平成21年、市内の寺部遺跡からドングリ類の貯蔵穴
（ドングリピット）が発見されましたが、このような
ドングリ類は基本的に寿命が短く、アベマキやオニグ
ルミは一年弱で発芽する力が失われることが知られて
います。一般的にドングリ類はほとんど休眠しないた
め、地面に落ちた後のわずかな発芽期間を逃してしま
えばそのまま寿命を終えます。そのため、たとえドン
グリピットからドングリが得られても、「大賀ハス」
のように発芽させることは難しいのです。
　埋土種子を利用することは、その地から絶滅してし
まった植物を復活させるための有効な手段であり、実
際に失われた植物群落を埋土種子から復活させた取り
組みもあります。こうした取り組みが成功するにはそ
の植物の種子が持つメカニズムを解明することが重要
ですが、植物が自然界を生き抜くために備えた種子の
戦略は植物の種類ごとに異なるため、その仕組みはま
だ完全には解明されておらず、今後の研究が待たれる
ところです。

（西部めぐみ　豊田市史資料調査会）

【参考文献】
正木隆編（2008）森の芽生えの生態学：文一総合出版，東京
鈴木善弘（2003）種子生物学：東北大学出版会，仙台．
千葉市ホームページ

地 中 に 眠 る 植 物 種 子地 中 に 眠 る 植 物 種 子地 中 に 眠 る 植 物 種 子地 中 に 眠 る 植 物 種 子

ドングリ（アベマキ）
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　豊田市唯一の国の重要文化財（建造物）である足助

八幡宮（以下、八幡宮）本殿に、防火設備である放水

銃が完備されました。今回の放水銃と同型が設置され

たのは、滝山寺東照宮（岡崎市）、鶴岡八幡宮（神奈

川県鎌倉市）、津島神社（津島市）、六所神社（岡崎

市）に次いで全国で５例目となります。

　今回防火設備が完備された八幡宮本殿は、再建・修

理の様子を伝える棟札７枚と共に、明治40年５月27日

に国の重要文化財（建造物）として指定を受けました。

　本殿は、三
さ ん

間
げ ん

社
し ゃ

流
ながれ

造
づくり

檜
ひ

皮
わ だ

葺
ぶ

きで、妻飾り・象
ぞ う

鼻
ば な

・手
た

挟
ばさみ

などの型式が室町時代の特色をよく残しており、中

でも向拝の蝦
え び

虹
こ う

梁
りょう

の手法はとても珍しいものとなって

います。また、神社本殿の壁を漆喰塗りにする例は特

異で、これは後世、補強のために修理された可能性が

高いと思われます。足助の町家建築が安永の大火の後、

１階の軒裏や２階の外壁を漆
し っ

喰
く い

で塗
ぬ り

籠
ご め

るなどして防火

的な仕上げへと変化していった経緯を考えると、八幡

宮本殿の漆喰壁も町家建築の影響を受けたのかもしれ

ません。

　また八幡宮本殿は、文正元年（1466）に再建されたと

言われています。屋根については、天和２年（1682）、

明和２年（1770）、安政３年（1856）に葺き替えを行って

おり、年代を並べると、おおよそ100年ごとに屋根の

葺き替えを行っていることがわかります。

　こうして、度々の改修を経てきた八幡宮本殿は、平

成22年度に防火設備として放水銃が設置されることと

なったのです。

　今回の工事で、地下式貯水槽とポンプ室を築造し、

遠方監視盤にて火を感知したら、消火ポンプを起動さ

せ、境内の放水銃３基を同時に自動放水させることが

できるようになりました。

　ポール式自動回転放水銃３基は、高さが６ｍ、７ｍ、

９ｍと分かれており、各放水銃が150°回転して、八

幡宮に万遍なく水をかけられるようになっています。

放水量は、３基同時で毎分約２ｔで、約50分間の連続

放水が可能となっています。ちなみに、３基の中で最

も高い９ｍの地点に設置された放水銃は、神奈川県鎌

倉市の鶴岡八幡宮に続き、全国２番目の高さです。

　八幡宮の放水銃は、防火という本来の目的を十二分

に果たすと共に、その放水シーンの壮観さには言葉を

失い、感動すら覚えるものでした。この放水シーンは

一見の価値があります。文化財防火デーや消防訓練時

に試運転を行う予定です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（井上　直己）

放水風景（左側の鉄塔が放水銃）

足助八幡宮本殿　放水風景

用語解説

三間社…間口三間の神社本殿

流造…切妻造、平入り母屋の前に庇を出す造り

檜皮葺き…檜の樹皮で屋根を葺くこと

象鼻…木鼻の一種で、象の鼻を想起させる形に彫ったもの

手挟…肘木と垂木の間の三角の隙間を埋める装飾板

蝦虹梁…高低差のある柱間、部材間を繋ぐ虹形に沿った梁

火の手から文化財を守る放水銃火の手から文化財を守る放水銃火の手から文化財を守る放水銃
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地域の歴史遺産を授業に

　高橋地区は、市内でも史跡や遺跡の多い地域です。

しかし、ここに住む人たちは、案外それを意識しない

で過ごしています。子どもたちはなおさらで、地元の

中学生も教科書に載っている歴史は知っていても、通

学途中にある文化財には気づいていません。そんな状

況を何とかしたいと、高橋中学校の先生から資料館に

スクールサポートの依頼が寄せられました。

高橋ミステリーツアー（学区探検）の実施

　地域の文化財をどのように学校の授業に取り入れる

のがよいかを事前に打合せました。生徒たちは、夏休

みに各自で地域の歴史についてインターネットなどで

調べていたので、その中から見学する価値の高い史跡

をしぼり、まずは自分の目で確かめさせることにしま

した。

　見学する史跡は９箇所で、そのうちの４ヵ所は高橋

中学校の社会科担当教員、３ヵ所は郷土資料館の職員、

守綱寺は住職にご案内いただくという、まさに博学連

携、地域連携の学習となりました。

　生徒たちは、先生の作成したワークシートを手に、

クラスごとにローテーションをして半日がかりで見学

地を巡りました。

  見学地　…曽根遺跡・八柱社古墳・守綱寺・常夜灯

  寺部城跡・昌光寺・辻堂・烏帽子岩・神明社古墳

　寺部城では、井戸がいくつあるかというクイズを自

分たちの足で確かめ、史跡を一通り見回った後で、城

についての説明を聞きました。曽根遺跡では、竪穴住

居跡を見て、どのように建てられたか考えた後、復元

住居の中に入り、柱の様子や屋根のつくりを確認する

ことができました。

　それぞれの場所で多くの生徒たちは、地域の歴史の

奥深さを改めて感じるとともに、歴史学習の楽しさを

知り、興味や関心を高めることができたようでした。

学芸員による出前授業

　学区探検を終えた生徒たちは、さらに自分で日本の

歴史と結び付けて学習を深め、発表会を開きました。

その中で、高橋地区が他の地区に比べ遺跡や古墳が多

いことに気づきました。

　その理由について話し合う授業では、郷土資料館の

学芸員をゲストティーチャーとして招き、自分たちの

考えを確かめました。電子黒板で地域の地形や遺跡な

どの分布を確認し、矢作川よりも市木川のような支流

に多くの人々が住んでいたことなどが理解できました。

また、この地域にはまだまだたくさんの文化財が眠っ

ていることなどを知り、「これからも自分でもっと調

べてみたい。」という感想を述べる生徒も多数見られ

ました。　　　　　　　　　　　　　　（杉本　満）

電子黒板を使った授業

守網寺の見学

スクールサポート事業 －地域学習で高橋中学校と連携－

高橋の歴史を調べてみよう !高橋の歴史を調べてみよう !高橋の歴史を調べてみよう !

寺部城跡での調査
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　「郷土資料館だより」の73・74号で、その計画・準

備の過程を紹介してきた市制60周年記念郷土資料館特

別展「祝い−宴・贈り物・芸能−」（会期平成23年１

月29日〜３月13日）がいよいよ始まりました。今回の

展示は、祝いの文化を構成する要素を「宴会」「贈り

物」「芸能」に大きく分類し、その歴史的変遷を市域

の資料を中心に紹介する内容となりました。

　今回の展示を計画・準備していく中で、様々なチャ

レンジを行いました。それは、「より市民にとって身

近な、かつ有益な博物館展示とは何か？」と考えると

ころから始まったと言えます。73号で紹介した足助地

区の「祝言膳復元プロジェクト」、74号で紹介した

「挙母祭りの舞台を訪ねる」など、今回は、展示計

画・展示品作成・出品・普及活動などの多くにおいて、

市民の方たちとの共働によりその作業を進めました。

協力していただいた方々に深くお礼申し上げます。

　さて、今回の展示構成で、個人的に最も苦労したも

のの一つは、昭和20年代後半以降、約60年の祝いの歴

史の変容について触れた「現代の祝い」です。近年、

高度成長期の生活について、歴史的にスポットをあて

る博物館展示が増加してきており、その余波を受けた

書籍やＴＶ番組・映画なども増加しています。それら

の中で語られる当時の時代像とはどのようなもので

しょうか。日本全体が戦後の混乱期や朝鮮戦争による

特需景気を経て、大きく経済復興へと舵を切った時代。

戦前からの地域社会を維持しつつ、電化製品や食品な

どにおいて大きく欧米化の波を受けていった時代。そ

して、誰もが将来に対して希望を抱いていた時代…。

何に主眼を置くかによって、様々な「時代像」が考え

られますが、いずれの論点においても「幸福な好まし

い時代」として注目することが多いのではないでしょ

うか。しかし、個人的にはこの時代を経て、「得たも

の」について大きく紹介される一方で、「失ったも

の」については詳細に検討されることがないのではな

いか、という印象があります。

　さて、このような問題意識を持った上で、市内にお

ける「祝い」の戦後史を再構築する作業を始めました。

最も労力を注いだのは、①聞き取り調査、②祝い事に

関わる写真資料の集成、③行政の発刊する定期的な

「広報誌」の悉
し っ

皆
か い

調査とデータベース作成、以上の３

点です。

　①については、堤町・駒場町にお住まいの女性の方

々から聞き取り調査を行わせて頂きました。女性とい

う立場からは、結婚式などにおいて「祝われる側」と

してのみではなく、家計や宴席を取り仕切る「祝う

側」としての視点でも様々な参考になるお話を聞かせ

て頂きました。②については、樹木町にお住まいの野

田孝夫氏所蔵の結婚式写真と、式が行われた場所・会

場などを詳細に示した記録メモに出会えたことが、大

きな成果につながりました。特に、時代が新しくなる

につれ、Ａ）新郎新婦の写真、Ｂ）家族・親族等を含

めた集合写真、Ｃ）披露宴の宴席写真と、Ａ→Ｃの順

で写真が充実していく点、また、Ｃ）の比重が重きを

成していくことは、家庭用撮影機器の普及がその背景

にあります。ブライダル産業が発展し始める昭和50年

代と現在の結婚式の写真でも大きな違いがあり、今後

こうした「現代の歴史資料」についても、郷土資料館

として関心を払っていく必要があることを痛感しました。

　最も多くの時間を費やしたのは③「広報誌」につい

てです。広報誌は、市域全体でわずかな違いはあるも

のの、昭和20年代前半から刊行されています。現在行

われている市史編纂事業において永年にわたり保管さ

れていた紙資料を画像化したものを、昭和20年代〜60

年代まで観察し、祝い事に関する記載を抽出し、デー

タベース化しました。特に興味深かったのは、戦後の

公共施設における結婚式（昭和40年代前半　野田孝夫氏撮影）

－特別展「祝い－宴・贈り物・芸能－」に向けて③－
「祝い」の戦後史
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婦人会が主導した「生活改善運動」に関わる記事群で

あり、先の①②と基本的に一致しつつ、より直接的に

「祝い」の習慣が変容した理由を描き出すことが可能

となりました。この運動では、昭和20年代後半以降、

結納や当時家庭で行っていた祝言の宴席について、経

費・時間・献立に制約を加える為、積極的に活動が行

われました。また20年代末には、貸し衣装などの制度

が整備され、30年代以降には結婚式を家庭外で行うこ

とが推奨されるようになり、公民館などの整備が進み

ました。

　このような結婚式の省力化・簡素化は、戦後におけ

る女性の人権尊重や農村部の経済的自立を目指した動

きと無関係ではありません。宴席において準備などで

最も負担を強いられる女性を解放し、飲食費・交際費

に偏る農家の経済状況を改善する点においては成果を

残しつつ、一方で地域社会の人々が、伝統的な方法で

新たな二人の門出を祝う場が失われたことは、記憶に

留めておくべきでしょう。　　　　　（髙橋健太郎）

　平成22年12月28日に豊田市足助伝統的建造物群保存

地区の区域が告示され、愛知県初の伝統的建造物群保

存地区が誕生しました。地区内に所在する江戸時代か

ら概ね昭和30年までに造られた伝統的な特性を維持し、

足助の生活文化の変遷をよく表している伝統的建造物

は、204棟あります。その中には、平成22年11月29日

に豊田市に寄附された旧紙屋鈴木家住宅も含まれ、今

後の保存・修理により、足助の町並みの核として活用

していきます。

　その後、豊田市伝統的建造物群保存地区保存審議会

の答申を経て、平成23年１月31日に足助の歴史的町並

みの保存について記した豊田市足助伝統的建造物群保

存地区保存計画が告示され、町並みの保存が始まりま

した。これから足助の歴史的町並みを豊田市民共有の

財産として守るとともに、魅力ある地域づくりに活か

すことで「足助らしさ」のあふれる町並みを住民の方

とともにつくっていきます。　　　　（多和田篤嗣）

旭村公民館報 第20号（昭和26年10月）

足助の町並み（本町）

歴史的町並みの保存とまちづくり
－伝統的建造物群保存地区制度④－



　　　　　　　　　　　猿投神社文書は、三河国の  
　　　　　　　　　　大社、猿投神社に伝来した文
　　　　　　　　　　書です。「訪古」「八講牒」「八
　　　　　　　　　　講諸事文書」「貞和五年年中
　　　　　　　　　　祭礼記」「伝燈」「澄誉伝受印
　　　　　　　　　　信集」「豊臣秀吉朱印状」「尾
張国古図」が指定されています。
　猿投神社文書は鎌倉時代から江戸時代にかけての
史料であり、あまり判然としていない中世における
神社組織や神社の様子を明らかにする上で非常に貴
重な史料です。
　特に「貞和五年年中祭礼記」には、神社の一年の
活動が記録されています。その中には人々が食した
料理や宴会の様子などが記載されており、当時の宗
教施設における生活について多方面から分析できる
材料を提供してくれます。

　また４巻にまとめられた「訪古」は、承久の乱（1221
年）の軍功により高橋荘の地頭職を拝領して以来、
室町時代まで同地を領有した中条氏の関係文書が一
括保存されており、中世政治史上の観点からみても
史料的価値が高いといえます。

開館時間　９：00〜17：00

休 館 日　毎週月曜日（祝祭日は開館）

入 場 料　無料（特別展開催中は有料）

交　　通　名鉄「梅坪駅」より南へ　　　　徒歩10分

　　　　　名鉄「豊田市駅」より北へ　　　徒歩15分

　　　　　愛知環状鉄道「新豊田駅」より　徒歩15分　

駐 車 場　約20台
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　12月23日・24日に「花もち」を作る大人向けと親子
向けの講座を開催しました。
　　　　　　　　　　　　「花もち」は雪がたくさん
　　　　　　　　　　　降り、花が少なくなる厳しい
　　　　　　　　　　　冬に、作り出された正月用の
　　　　　　　　　　　飾り物です。木や竹や柳の枝
　　　　　　　　　　　に、色をつけたおもちを花の
　　　　　　　　　　　ように飾りつけたもので、高
　　　　　　　　　　　さ30センチぐらいのものから
　　　　　　　　　　　３メートルほどの大きなもの
　　　　　　　　　　　まであります。豊作を願い、
福を招く縁起物として飾られました。昔は花もちを冬
の間中飾って、ひなまつりになると枝から餅を外して
油で揚げ、あられにして食べたそうです。
　郷土資料館では11月頃から花もち講座に向けての準
備が始まります。まず花もちの花器となる太い孟宗竹
を切り出しにいきます。２年目以上の竹を選んで切る
のですが、中には虫に喰われて内側が真っ黒になって

いる竹もあったりします。土台となる竹の中には、上
の花もちがぐらつかないように、竹でできた仕切りを
入れています。この仕切りを１つ１つの竹の大きさに
合わせて作るのが最も骨の折れる作業ですが、庭園を
管理しているスタッフが毎年行っています。郷土資料
館の花もちは全て自然のものからできているところが
自慢です。
　花もちをつける枝は、枝振りが細かい方が見栄えが
良いので、真竹という種類の竹の枝を使います。竹に
ついている葉も全て取っておきます。
　１つの講座を行うのにこれほどの準備が必要だとは、
　　　　　　　　　　　　参加して下さっている方に
　　　　　　　　　　　　は想像しにくいと思います
　　　　　　　　　　　　が、出来上がった花もちを
　　　　　　　　　　　　喜んで持って帰って下さる
　　　　　　　　　　　　姿を見ると、今年も花もち
　　　　　　　　　　　　作り講座ができて良かった
　　　　　　　　　　　　なあという気持ちになります。
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文化財シリーズ

県指定文化財
猿投神社文書

（猿投神社所蔵）
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